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変更履歴

2016 年 7 月
• クロアチア語、日本語、韓国語、ルーマニア語、セルビア語、簡体字中国語、スロバキア語、スロベニア語、繁体

字中国語のサポートを追加。

• DOCX ファイル形式のサポートを追加。

2016 年 1 月
• タブレット型タッチ画面のディスプレイを搭載した多機能製品の初期ドキュメントのリリース。
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概要

AccuReadTM OCR では、多機能製品（MFP）の光学式文字認識（OCR）を利用し、原稿をデジタル化できます。こ
の場合、以下のメリットがあります。

• 検索機能と編集機能を使用したドキュメント管理の向上

• 生産性の向上

• エラーの減少

• 処理時間の短縮

• 新テクノロジの利用

アプリケーションを使用して、ハードコピーの原稿から検索や編集が可能なファイルを作成します。従来のデスクトッ
プ OCR ソリューションと比較すると、AccuRead OCR はスキャンと OCR ステップを 1 つの処理に統合していま
す。このアプリケーションでは、TWAIN または ISIS（Image and Scanner Interface Specification）ドライバのインス
トールや、スキャンターゲットの調整は必要ありません。

メモ： OCR のスキャン解像度は、認識結果を向上させるために 300 dpi で固定されています。詳細なテストで、
300 dpi でのスキャンが低い解像度でのスキャンよりも著しく精度が高いという結果が示されています。300 dpi 以
上の解像度でスキャンしたときには、精度は向上しませんでした。

システム要件
• ハードディスクを取り付けた組込みソリューション フレームワーク（eSF）v5 MFP

• 1GB 以上の RAM

• AccuRead OCR のライセンス

サポートされるアプリケーション
• AccuRead Automate — 原稿のスキャンと分類、フィールドからの情報抽出、ネットワークまたは E メールアド

レスへの送信を実行します。

• スキャンプロファイル — 原稿をスキャンしてコンピュータに保存します。

• USB ドライブ — 原稿をスキャンしてフラッシュメモリに保存します。

• E メール — 原稿をスキャンして特定の E メールアドレスに送信します。

• FTP — 原稿をスキャンして FTP（File Transfer Protocol）サーバーに直接送信します。

• スキャンセンター — 原稿をスキャンして 1 つ以上の宛先に送信します。

• ソリューションコンポーザー — ソリューションコンポーザー エージェントアプリケーションを実行している MFP の
ために、カスタムワークフローソリューションを構築します。

メモ： 詳細については、⇒ アプリケーションのドキュメント

サポートされる形式と言語

出力ファイル形式

• 検索可能な PDF（Portable Document Format） — 複数のページがある 1 個のファイル。PDF リーダーで表
示できます。

• テキスト（TXT） — サポートされる書式オプションが限られているシンプルなテキストドキュメント。
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• リッチテキスト形式（RTF） — テキストファイルの書式とテキスト内のイメージをサポートするテキストドキュメント。

メモ： このオプションは、一部のアプリケーションのみで使用できます。詳細については、⇒ アプリケーションのド
キュメント

• DOCX — テキスト、オブジェクト、スタイル、書式、イメージを保存できる XML（Extensible Markup Language）
形式のドキュメント。

メモ： スキャンした原稿では、一部のイメージ、オブジェクト、または書式が元の原稿と同じように表示されないこ
とがあります。

認識済み言語

• クロアチア語

• チェコ語（Czech）

• デンマーク語

• オランダ語

• 英語

• フィンランド語

• フランス語

• ドイツ語

• ギリシャ語

• ハンガリー語

• イタリア語

• 日本語

• 韓国語

• ノルウェー語

• ポーランド語

• ポルトガル語

• ルーマニア語

• ロシア語

• セルビア語

• 簡体中国語

• スロバキア語

• スロベニア語

• スペイン語

• スウェーデン語

• 繁体中国語

• トルコ語（Turkish）

OCR のパフォーマンス
AccuRead OCR のパフォーマンスは、原稿をスキャンしてから処理結果のデジタル出力を受信するまでの時間とし
て測定されます。
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LexmarkTM は、国際標準化機構（ISO）や国際電気標準会議（IEC）など、標準の策定機構が定めたテストスイート
を検討した結果、ISO/IEC 24735 を採用しました。4GB RAM を搭載し、ハードディスクを取り付けた CX720 MFP
で、このスイートに基づいて、モノクロスキャンとカラースキャンのテストを実施しました。
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テストスイートに含まれているサンプルイメージ
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スキャンのテスト条件は以下のとおりです。

• すべてのスキャンで、1 ページ、10 ページ、25 ページの原稿を使用しました。

• 再現性を維持するために、スキャンは何回か繰り返しました。

• モノクロスキャンはグレースケールに設定しました。

• 各スキャンの設定では、自動原稿フィーダ、片面印刷、レター、テキストと写真の混合タイプを指定しました。

• 標準設定値でフラッシュメモリのスキャンを使用しました。

平均的なテスト結果

スキャンの種類 パフォーマンスの結果

モノクロスキャン ページあたり 3 ～ 6 秒

カラースキャン ページあたり 4 ～ 7 秒

サンプルの原稿
AccuRead OCR では、高コントラストでテキストが背景からくっきりと見分けられる原稿で最も高いパフォーマンスが
実現されます。
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テキストと背景のコントラストが低い原稿の場合、または明るい色のテキストと暗い色のテキストの両方が含まれて
いる原稿の場合、さらに詳細な処理が必要になります。OCR の精度は、スキャン設定の調整、またはサーバーベー
ス OCR ソリューションの利用で向上させることができます。
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AccuRead OCR またはサーバーベース OCR に適していない原稿を以下に示します。

• テキストに対するカラーの場合と同様に、かなり雑然としたパターンのイメージ

• 暗い色の背景に暗い色のテキストが重なったイメージ

• ドットマトリックスの文字が重なった明るい色のイメージ
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アプリケーションの設定

OCR 設定の設定
メモ： サポートされるアプリケーションに応じて、手順が変わることがあります。

1 内蔵 Web サーバーで、以下のどちらかを実行します。

• ［設定］ > ［E メール］ > ［E メール標準設定］ > ［グローバル OCR 設定］の順にクリックします。

• ［設定］ > ［FTP］ > ［FTP 標準設定］ > ［グローバル OCR 設定］の順にクリックします。

• ［設定］ > ［USB ドライブ］ > ［フラッシュメモリスキャン］ > ［グローバル OCR 設定］の順にクリックします。

メモ： その他のスキャンアプリケーションの場合、［アプリ］セクションで OCR 設定にアクセスできます。詳細につ
いては、⇒ アプリケーションのドキュメント

2 以下のスキャン設定を 1 つ以上選択します。

• 自動回転 — スキャンした原稿を、原稿内の文字の向きに応じて自動的に回転して適切な向きに変更します。

• ノイズ除去 — OCR 処理のためにスキャンしたイメージで、小さな傷やしみなど、背景イメージのノイズを除去
します。このオプションでは、スキャンした原稿の出力を変更しません。

• 自動コントラスト補正 — 濃淡がある背景のグレーテキストなど、コントラストが低い原稿で文字認識の性能を
向上させます。このオプションでは、スキャンした原稿の出力を変更しません。

3 必要に応じて［認識済み言語］をクリックし、原稿でアプリケーションに認識させる言語を 1 言語以上選択し、
［保存］をクリックします。

メモ： 複数の言語を有効にすると、OCR の精度が低下することがあります。必要な言語のみを選択していること
を確認してください。

4 ［保存］をクリックします。
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よくある質問（FAQ）

AccuRead OCR は手書きのテキストを読み取れますか？
いいえ。このアプリケーションは、手書きのテキストの認識に必要とされるインテリジェント文字認識（ICR）をサポー
トしていません。

AccuRead OCR では、どのような種類の原稿を使用できます
か？
AccuRead OCR は、高コントラストでテキストが背景からくっきりと見分けられる印刷原稿を読み取ることができま
す。詳細については、「サンプルの原稿」、8 ページ を参照してください。

AccuRead OCR でサポートされる最大の用紙サイズは何です
か？
このアプリケーションでサポートされる最大の用紙サイズは A3 です。A4 よりも大きい原稿をスキャンする場合、メモ
リ容量がさらに必要とされることがあります。
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通知

版通知

2016 年 7 月

この章に記載された内容は、これらの条項と地域法とに矛盾が生じる国では適用されないものとします。Lexmark
International, Inc. は本ドキュメントを「現状有姿」で提供し、明示的または黙示的であるかを問わず、商品性および
特定目的に対する適合性の黙示的保証を含み、これに限定されないその他すべての保証を否認します。一部の地
域では特定の商取引での明示的または黙示的な保証に対する免責を許可していない場合があり、これらの地域で
はお客様に対して本条項が適用されない場合があります。

本ドキュメントには、不正確な技術情報または誤植が含まれている場合があります。ここに記載された情報は定期
的に変更され、今後のバージョンにはその変更が含まれます。記載された製品またはプログラムは、任意の時期に
改良または変更が加えられる場合があります。

本ドキュメントで特定の製品、プログラム、またはサービスについて言及している場合でも、すべての国々でそれらが
使用可能であることを黙示的に意味しているものではありません。特定の製品、プログラム、またはサービスについ
てのすべての記述は、それらの製品、プログラム、またはサービスのみを使用することを明示的または黙示的に示
しているものではありません。既存の知的財産権を侵害しない、同等の機能を持つすべての製品、プログラム、また
はサービスを代替して使用することができます。製造元が明示的に指定した以外の製品、プログラム、またはサービ
スと組み合わせた場合の動作の評価および検証は、ユーザーの責任において行ってください。

Lexmark テクニカルサポートについては、http://support.lexmark.com を参照してください。

消耗品とダウンロードについては、http://www.lexmark.com を参照してください。

© 2016 Lexmark International, Inc.

All rights reserved.

米国政府のエンドユーザー

本ソフトウェアプログラムおよび関連文書は、48 C.F.R. 2.101 で定義されている「商品」であり、48 C.F.R. 12.212
または 48 C.F.R. 227.7202 に述べられている「商業用コンピュータソフトウェア」および「商業用コンピュータソフトウ
ェア文書」に該当します。48 C.F.R. 12.212 または 48 C.F.R. 227.7202-1 から 227.7207-4 の規定に従い、米国政
府のエンドユーザーは、本商用コンピュータソフトウェアおよび商用コンピュータソフトウェア文書を (a) 商品としての
み、(b) 本書の条項によりすべての他のエンドユーザーに付与される権利と同一の権利のみとともに取得します。

商標

Lexmark、Lexmark ロゴ、および AccuRead は、米国およびその他の国における Lexmark International, Inc. ま
たはその関連会社の商標または登録商標です。

その他すべての商標は、それぞれの所有者の財産です。
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